
岐路に立つ平和 

 

標題は朝日新聞 9月 29 日「2017 衆院選」。衆議院が解散

された。安倍晋三首相自ら「国難」と表現した情勢下、国

民は政権選択を迫られる。与党が3分の2以上を占めたり、

同調する勢力が増えたりすれば、9 条を含めた憲法の改正は現実味を増す。今回の選挙

が日本の歴史で持つ意味は何か、国民は投票で何が問われるのか。昭和史を見つめてき

た半藤一利さんに聞く。 

「国難」は自作自演 勇ましい首相発言 和平壊した過去も、という見出しも。とくに

注目した発言を紹介しておきたい。 

 

「これからの日本の針路が戦争と平和のどちらを主軸に進むのかを左右する、極めて

重要な選挙だと思います。岐路に立つ日本で、冷静な議論が求められているときに、安

倍さんが今回、『国難突破解散』とおっしゃって危機感ばかりあおっていることに強い

違和感を覚えます。国難といって現在、最大の問題は北朝鮮情勢でしょうが、これはご

自分でつくっていませんか、自作自演の危機ではないか、と申し上げたい。安倍さんは

国連総会で、今は対話の時期ではなくて圧力をかけるべき時だと述べてきましたが、そ

れでは危機を高めるばかりです」 

「昭和史で似たようなケースがありました。日中戦争が始まった後、ドイツが間に入

って和平工作を手がけました。まとまりかけたのですが、現地軍がこれを無視して進撃

を続けて当時の首都南京を陥落させてしまう。和平の条件をつり上げて中国国民党を率

いていた蒋介石を怒らせてしまう。この時、近衛文麿首相が『蒋介石政権を対手にせず』

と言い放ち、解決は遠のきました。結局、戦争は泥沼化していきます。このように和平

の結実は実に微妙なものです。それを勇ましい言葉で台無しにした歴史の戒めを思い起

こします」 

「不幸な経験ですが、日本には対立が不毛な結果しか招かなかったという痛みの過去

がある。また唯一の被爆国として、核戦争の悲惨さを米国、北朝鮮両国に言って聞かせ

られる資格もある。それらを発揮せずに、ただトランプ大統領に寄り添っている。第 2

次世界大戦を始めたヒトラーのドイツと組んで三国同盟を結び、破局へ導いた時代が脳

裏に浮かびます」 

「問われるのは、有権者の世界観です。日本だけでなく、米国も欧州も内向きになっ

ている。世界全体で取り組まねばならない、環境や平和の、貧困や格差是正も自国ファ

ーストで解決しようとする。しかし、全体で譲り合い、調整しなければ大きな問題は解



決できません。北朝鮮の問題についても、自国の安全だけを大事に考えていては、本当

の解は得られないでしょう。この地域で利害を共有する日中韓 3 カ国が北朝鮮を説得し

て話し合いのテーブルに戻すしかないでしょう」 

「1930〜40 年代の日本は、まさに今の北朝鮮の似姿です。あのとき、日本をなだめ

たり説得したりできる国はなかった。しかし、今は日本がそうした役回りを発揮できる

はずです。針路を決めるということは、そうした大戦略を持つ政党があるかどうかを見

極めること、無ければ有権者自らが声を出して政党を叱咤激励することです。そこまで

の積極的な関与が求められる複雑で厄介な時代に入ってしまったのです」 

 

                              (2017 年 10 月 2 日) 


